
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の　

安
全
で
安
心
な
交
差
点

東
ヶ
﨑　

政
一
（
谷
田
部
）

レ
ポ
ー
タ
ー

　

通
勤
途
中
、
私
は
長
岡
の
国
道
６
号
を
横
断
し
ま
す
。
な
か

で
も
、
長
岡
新
田
交
差
点
は
、
明
光
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
で
も
あ
り
ま
す
。
交
通
量
も
多
く
、
特
に
土
浦
・

東
京
方
面
へ
向
か
う
車
に
と
っ
て
は
緩
い
カ
ー
ブ
と
坂
道
の
た

め
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
く
、
非
常
に
危
険
な
交
差
点
だ
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
何
か
事
故
を
防
ぐ
よ
う
な
方
法
が
な
い
か
と

模
索
す
る
中
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
「
こ
こ
は
通
学
路
で
も

あ
る
交
差
点
だ
」
と
認
識
し
て
い
た
だ
く
、
抑
止
効
果
の
あ
る

目
印
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
常
陸
河
川
国
道
事
務
所
に
赴
き
、
水

戸
国
道
維
持
班
の
方
と
話
す
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
長
岡
新
田
交
差
点
の
四
つ
角
に
、「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
」「
く
る
ま
に
注
意
」
と
表
示
さ
れ
た
、
反
射
材
付
き

の
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ル
が
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
の
た
め
に
お
骨
折
り
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
に
お
い
て
も
、
長
岡
小
学
校
か
ら
明
光
中
学
校
に

か
け
て
の
約
2.3
㎞
に
わ
た
っ
て
グ
リ
ー
ン
帯
整
備
を
行
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
バ
ス
通
学
だ
け
で
な
く
、
徒
歩
通
学
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
安
全
・
安
心
な
道
路
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
気
配
り
・
心
配
り
を
大
切
に
、
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
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▶対　　象　町内に在住・在勤されている方
▶原　　稿　文字数400字～600字程度、写真１～２枚
▶応募方法　住所、氏名、連絡先（電話・FAX番号）を明記の上、下記までお申し込みください。

※スペースによって、掲載できない場合もあります。
【応募・問合せ先】　秘書広聴課　☎０２９－２４０－７１２６（直通）
　　　　　　　　　　FAX：０２９―２９２―６７４８　Mail: i_kouho@town.ibaraki.lg.jp
　　　　　　　　　　〒３１１―３１９２　茨城町小堤１０８０　茨城町秘書広聴課 宛

　

逆
流
性
食
道
炎
と
は
、
胃
の
内
容
物
（
主
に

胃
酸
）
が
食
道
に
逆
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

道
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
健
康
な
人
で

も
胃
酸
の
逆
流
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
時
間
が
短
い
た
め
問
題
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
逆
流
の
時
間
が
長
く
な
る
と
、
食

道
の
粘
膜
は
胃
酸
に
対
し
弱
い
た
め
、
食
道
に

炎
症
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
病
気

は
、
成
人
の
10
〜
20
％
が
か
か
っ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
中
高
年
、
特
に
高

齢
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

症
状
は
？

　

胸
が
焼
け
る
感
じ
が
す
る
、
す
っ
ぱ
い
も

の
が
上
が
っ
て
く
る
、
食
後
に
胸
や
み
ぞ
お

ち
あ
た
り
が
痛
い
、
と
い
う
症
状
が
主
な
特

徴
で
す
。

ど
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
？

・
食
べ
す
ぎ
、
早
食
い
の
習
慣
の
あ
る
人

・
脂
っ
こ
い
も
の
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
炭
酸
飲

　

料
を
摂
取
す
る
こ
と
が
多
い
人

・
食
べ
て
す
ぐ
横
に
な
る
習
慣
の
あ
る
人

・
畑
仕
事
な
ど
で
長
時
間
の
前
屈
み
の
姿
勢

　

を
取
る
人
、
背
骨
が
曲
が
り
前
屈
み
の
体

　

型
の
人

診
断
方
法
や
改
善
方
法
は
？

　

胃
の
内
視
鏡
検
査
に
よ
り
診
断
し
ま
す
。

内
服
に
よ
る
治
療
と
生
活
習
慣
の
改
善
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
内
服
治
療

　

医
療
機
関
で
症
状
に
併
せ
て
内
服
の
処
方

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
生
活
習
慣
の
改
善

・
食
べ
過
ぎ
、
早
食
い
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
高
脂
肪
食
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
炭
酸
飲
料
を

　

で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
食
後
２
〜
３
時
間
は
横
に
な
ら
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
長
時
間
の
前
屈
み
の
姿
勢
は
で
き
る
だ
け

　

避
け
ま
し
ょ
う
。

　

逆
流
性
食
道
炎
は
、
未
治
療
の
場
合
、
日

常
生
活
に
制
限
が
生
じ
る
狭
心
症
よ
り
も
生

活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）が
低
下
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
治
療
に
よ
り
、
健

康
な
人
と
同
程
度
に
戻
る
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※
Q
O
L…
Q
uality of life

（
ク
オ
リ
テ
ィ

・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）、
生
命
や
生
活
の
質
を
指

す
言
葉
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４（
直
通
）

逆
流
性
食
道
炎
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

日   曜日

※予定が変更になる
場合があります。

事　業　名 
受付時間

5

6

14

15

16

20

23

月

火

水

木
金

火
金

健康診査(事前予約制
)

(ゆうゆう館内保健セ
ンター)

7日・8日・21日も
同時刻に開催

総合健康診査(事前予
約制)

(ゆうゆう館内保健セ
ンター)

健康相談
3～4か月児育児相談

(時間指定制)

2歳児歯科検診(時間
指定制)

夜間健康診査(事前予
約制)

(ゆうゆう館内保健セ
ンター)

３歳児健康診査(時間
指定制)

ごっくん教室(申込制
)

  9：30～11：30
13：30～15：30

  8：00～12：00

  9：00～11：30
  9：45～

13：00～14：00

15：30～19：30

13：00～13：45

  9：45～10：00
10：15～10：30

健康増進課（保健センタ
ー）12月のお知らせ

13 2022.12　広報　いばらき

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

【
評
】佐
藤
さ
ん―

か
ら
り
と
し
た
晴
れ
空
の
如
き
爽
や

か
な一句
。全
身
の
砂
を
気
に
せ
ず
組
体
操
に
励
む
子
ど

も
ら
の
躍
動
が
軽
や
か
に
表
現
さ
れ
た
。野
口
さ
ん―

植
物
の
世
界
も
弱
肉
強
食
。「
雑
草
魂
」と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、諦
め
ぬ
も
の
の
生
命
力
を
鮮
や
か
に
ま
と

め
た
。小
堤（
美
）さ
ん―

蜘
蛛
の
巣
を
七
色
に
飾
る
の

は
夜
露
か
、そ
れ
と
も
夜
半
の
雨
に
よ
る
雫
だ
ろ
う
か
。

秋
日
和
の
清
々
し
い
情
景
を
巧
み
に
切
り
取
っ
た
。

【
評
】中
島
さ
ん―

秋
の
蚊
を
詠
ん
で
自
分
の
寂
し

さ
を
表
し
た
秀
歌
。「
も
ま
た
」で
主
役
は
転
換
す
る
。

作
者
も
ま
た
寂
し
い
の
で
あ
る
。内
田
さ
ん―

下
の

句「
セ
ピ
ア
の
頬
が
僅
か
に
緩
む
」に
技
巧
の
冴
え
が

見
え
る
。作
者
の
頬
も
ふ
と
緩
む
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。田
口
さ
ん―

「
真
っ
黒
な
指
太
き
手
」

を
眺
め
な
が
ら
、農
婦
と
し
て
の
来
し
方
に
思
い
を

馳
せ
る
。充
足
感
が
伝
わ
る
。

○
天
高
し
砂
ま
み
れ
の
子
組
体
操

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

煙
名
無
し
草
縄
張
り
拡
げ
る
紅
草
道

野
口　

秋
夫（
上
石
崎
）

煙
な
な
色
の
今
日
の
蜘
蛛
の
巣
秋
高
し

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

入
院
の
窓
に
群
れ
と
ぶ
赤
と
ん
ぼ

村
井　

孝
子（
長　

岡
）

　

ふ
る
さ
と
の
人
影
薄
し
柿
た
わ
わ

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

彼
岸
花
ぽ
き
り
と
折
れ
て
里
遠
し

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

一
段
と
旨
し
サ
ン
マ
の
炭
火
や
き

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

秋
晴
れ
に
倖
せ
そ
う
な
雲
二
つ

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

色
鳥
や
涸
沼
の
葦
に
色
添
え
る

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

か
け
そ
ば
を
葱
一
本
の
大
内
宿

横
田　

康
治（
長　

岡
）

○
夫
の
背
に
つ
づ
い
て
家
に
入
り
く
る

寂
し
き
も
の
は
秋
の
蚊
も
ま
た

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
初
物
と
父
の
好
物
供
え
た
り
セ
ピ
ア

の
頬
が
僅
か
に
緩
む

内
田　
　

理（
長　

岡
）

煙
真
っ
黒
な
指
太
き
手
を
眺
め
い
る
農

婦
と
な
り
て
五
十
二
年
か

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

離
れ
住
む
姉
に
便
り
を
す
る
や
う
に

う
た
を
伝
へ
る　

春
夏
秋
冬

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　

凛
と
し
て
笠
間
稲
荷
の
菊
人
形
「
鎌

倉
殿
」の
武
士
が
出
揃
う

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

道
の
辺
に
連
な
り
て
咲
く
彼
岸
花
秋

の
彼
岸
を
待
ち
た
る
よ
う
に

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

ポ
コ
ポ
コ
と
台
風
生
れ
十
八
号
こ
ん

な
に
い
り
ま
せ
ぬ
九
月
尽

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
映
る
娘
の
寝
顔
見
て

明
日
も
励
め
と
帰
路
に
つ
く
な
り

小
堤　

亮
輔（
城
之
内
）

　

玄
関
前
あ
づ
き
色
し
た
け
い
と
う
の

わ
ん
さ
と
咲
き
て
空
気
も
赤
色

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

秋
暑
く
蝉
の
鳴
き
声
衰
え
ず
百
日
紅

の
花
を
揺
る
が
す

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

電
気
代
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
、

家
計
が
厳
し
く
な
り
、
奨
学
金
の
返
還
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
に
不
安
が
あ

る
場
合
に
は
、
滞
納
や
金
利
が
高
い
消
費
者
金
融
か
ら
の
安
易
な
借
り
入
れ

は
避
け
、
早
め
に
次
の
対
策
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

事　

例

◆
奨
学
金
の
返
還
に
関
す
る
救
済
制
度

日
本
学
生
支
援
機
構
の
貸
与
型
奨
学
金
に
は
、
災
害
や
傷
病
、
失
業
等
に

よ
り
返
還
が
困
難
に
な
っ
た
時
に
利
用
で
き
る
２
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
減
額
返
還
制
度

　

最
長
15
年
間
に
わ
た
り
月
々
の
返
還
金
額
を
２
分
の
１
、
ま
た
は
３
分
の
１

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
月
々
の
返
還
金
額
は
減
り
ま
す
が
、

返
還
期
間
が
長
く
な
り
、
適
用
期
間
終
了
後
は
、
元
の
返
還
額
に
な
り
ま
す
。

②
返
還
期
限
猶
予
制
度

　

最
長
10
年
間
に
わ
た
り
返
還
を
待
っ
て
も
ら
え
る
仕
組
み
で
す
。
そ
の

間
の
返
還
は
不
要
で
す
が
、
先
延
ば
し
す
る
た
め
、
返
還
完
了
は
予
定
よ

り
延
び
ま
す
。
利
用
に
当
た
っ
て
は
審
査
が
あ
り
、
収
入
の
基
準
を
満
た

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
１
年
ご
と
の
願
い
出
が
必
要
で
す
。

◆
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
は
金
融
機
関
に
す
ぐ
相
談

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
取
引
先
の
銀
行
や
住
宅
金
融
支

援
機
構
な
ど
に
迷
わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
各
金
融
機
関
は
、
返
済
に
困
っ

た
人
に
配
慮
し
て
、
返
済
相
談
や
条
件
変
更
等
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
応
じ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

奨
学
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
に
滞
納
が
生
じ
る
と
、
延
滞
利
息
の
発
生
や
返
済
困
難
時
の

　

救
済
制
度
を
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
個
人
信
用
機
関
へ
延
滞
に
関
す
る

　

情
報
が
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
将
来
に
渡
り
影
響
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
相
談
・
問
合
せ
先
】

茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９（
２
９
１
）１
６
９
０（
直
通
）

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午　

午
後
１
時
〜
４
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消費生活
センター

奨
学
金
の
返
還
や
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
に
困
っ
た
ら

相
談
先

・（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
「
奨
学
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」

　

☎
０
５
７
０（
６
６
６
）３
０
１（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

※

奨
学
金
の
貸
与
・
給
付
手
続
き
に
関
す
る
相
談
は
、
在
学
し
て
い
る
学
校

　
　

の
担
当
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

　

☎
０
５
７
０（
０
０
８
）６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は
☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
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